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はじめに

• GIGAスクール構想，コロナ禍と教育DXの進展により，
教育・学習活動のデジタル化が進み，教育データが蓄積

• 教育データの利活用は，個別最適化教育，学習者へのフィー
ドバック，エビデンスに基づく教育改善，教育政策，研究の
ために重要

• 個人情報保護，企業の関与，生成AIの活用についての検討も
必要

• 本発表では，本分科会の提言(2020)を踏まえて，
教育データ利活用(調査1)と生成AI活用(調査2)に対する
教員の態度を4年間の継続調査の結果に基づき，
教育データの利活用のさらなる促進に向けて検討
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調査１：学習データの利活用に対する教員の態度

• 学習データの利活用について，本分科会では個人情報保護等も含む議論を

行い，提言を2020年にまとめ，その後も議論を続けていた.

• しかし，児童生徒の学習データの利活用についての教員や保護者の態度の

十分な調査は行われていない.

• そこで，本調査では，2022年と2023年の3月に小学校教員と保護者を対象に,

1, 2波，2024年と2025年の3月には小学校教員に対して，3, 4波のオンライン調

査
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データ利活用の受容・拒否の規定因

• 分析の主体：学校,国,企業

• 誰のため：学校,国,企業,学習者と保護者,研究者

• 目的：個別最適化，進路選択，教育改善，学習者の振り返
り・学習計画，研究

• 匿名化：あり,なし

• 期間：義務教育期間9年,生涯

• 規定因によるタイプ分け
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方 法
調査時期および調査方法

2022年, 2023年，2024年, 2025年3月に，全国のモニターにインターネット調査を実施
調査参加者

教員
2022年調査 小中学校教員 633（男365，女268）人，（小学校357，中学校276人）

• 23-59(平均43.0)歳，教諭80%，常勤講師3%，主幹/指導教諭3%，教頭/副校長5%，校長4%

2023年調査 小学校教員 407（男205，女202）人
• 23-62(平均46.9)歳，教諭78%，常勤講師5%，主幹/指導教諭4%，教頭/副校長3%，校長9%

2024年調査 小学校教員 619 (男286，女333）人
• 23-62(平均43.4)歳，教諭81%，常勤講師3%，主幹/指導教諭4%，教頭/副校長4%，校長7%

2025年調査 小学校教員 523 (男245，女278）人
• 23-62(平均45.8)歳，教諭77%，常勤講師4%，主幹/指導教諭6%，教頭/副校長6%，校長8%

保護者
2022年調査 512(父親300, 母親212)人

• 子どもは，小1-5年の各学年94-113人 男女児童ほぼ半数. 32-61(平均46.0)歳.
• 子どもの在籍校：公立94%，私立5%，国立1%
• 職業：民間事務職16%，管理職14%,専業主婦18%,パート13%

2023年調査 523(父親300, 母親223)人(前回回答者337人)
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学校と企業の学習データ利活用に対する教員の賛否の比率(%)の推移

（どちらか
というと）
賛成が7-8割,
変化は小

匿名化と
一人一人へ
の最適化の
差は小
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児童家族,国による学習データ利活用に対する教員の賛否の比率(%)の推移

9年間と
生涯
データ
の差は小

児童家族
と国利用
の差は小
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　　　　　　　　　　　　項目
強
く
反
対

反
対

ど
ち
ら
か
と

い
う
と
反
対

ど
ち
ら
か
と

い
う
と
賛
成

賛
成

強
く
賛
成

教員 3 5 11 44 27 11

保護者 0 2 11 50 29 8

教員 3 6 16 47 22 6

保護者 1 2 9 55 28 7

教員 3 4 14 43 27 8

保護者 0 2 9 51 28 9

教員 1 6 11 44 27 11

保護者 1 3 11 53 25 7

教員 4 7 16 41 23 9

保護者 1 2 12 53 25 7

教員 1 4 13 45 25 11

保護者 1 3 12 53 24 7

教員 5 9 17 37 23 9

保護者 1 3 11 53 26 6

教員 5 7 19 42 20 7

保護者 3 4 13 53 23 5

教員 4 5 16 40 27 8

保護者 1 3 13 52 24 6

教員 5 5 22 43 19 6

保護者 1 5 12 53 22 7

国が、小中高大から卒業後の生涯にわたる学習データを、匿名化して国
全体で集めて、教育の改善や研究

小中学校が、AIの顔認識技術を使って、表情や視線を分析して、授業に
集中できていない子ども、悩みを抱えている子どもを発見して指導

IＴ、教育関連の会社が、コンピュータ利用によって記録される学習デー
タを分析して、一人一人に最適な教育

ＩＴ、教育関連の会社が、コンピュータ利用によって記録される学習
データを、匿名化して集計して、教育の改善

小中学校が，コンピュータ利用によって記録される学習データを分析し
て、一人一人に最適な教育

小中学校が，コンピュータ利用によって記録される学習データを、匿名化
して集計して、教育の改善

小中学校が，コンピュータ利用によって記録される学習データを分析して
一人一人の進路指導

児童生徒や家族が、学校でのコンピュータ利用による９年間の学習デー
タを閲覧できるようにして、学習履歴の振り返りや学習計画を立てる

国が、コンピュータ利用によって記録される９年間の学習データを、匿名
化して国全体で集めて、教育の改善や研究

児童生徒や家族が、小中高大から卒業後の生涯にわたる学習データを閲
覧できるようにして、学習履歴の振り返りや学習計画を立てる

学習データ利活用に対する教員と保護者の賛否の比率(%)の比較(2023)

教員の
反対が
やや多



賛否の判断の要因は,活用目的よりも主体別

学習データ利活用に対する教員の賛否判断に基づく因子分析による背景要因の探索

学校活用
への期待

監視・生体情報
利用への抵抗
児童家族
活用への期待

民間企業への
警戒／受容

国利用への信頼
受容,期待

（2025年,N=523, 最尤法,プロマックス回転）



潜在クラス分析による賛否パターンの類型化

教員：すべての活用に賛成群(受容型)（50％）

教育や情報関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して、 教育改善 100% 0%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 100% 0%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 100% 0%
教育や情報関連の会社が、学習データを会社で分析して、一人一人に最適な教育 97% 3%
国が、小中学校での9年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 97% 3%
児童生徒や家族が、9年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 97% 3%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して、 教育改善 97% 3%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 96% 4%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 96% 4%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子を発見指導 90% 10%

賛成 反対



保護者：すべての活用に賛成群(受容型)（68％）

ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して教育改善 100% 0%
国が、小中学校での９年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育改善や研究 100% 0%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して教育改善 99% 1%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 99% 1%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育の改善や研究 99% 1%
児童生徒や家族が、小中学校での９年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 99% 1%
ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 99% 1%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 99% 1%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧できるようにして、振り返りや学習計画 99% 1%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子どもを発見指導 94% 6%

賛成 反対
教員
(50%)
より
多



教員：個人活用賛成,国や会社分析反対群（24％）
（個人活用期待型）

児童生徒や家族が、9年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 98% 2%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 95% 5%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 76% 24%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 75% 25%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して、 教育改善 67% 33%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子を発見指導 65% 35%
教育や情報関連の会社が、学習データを会社で分析して、一人一人に最適な教育 55% 45%
国が、小中学校での9年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 54% 46%
教育や情報関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して、 教育改善 50% 50%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 47% 53%

賛成 反対



保護者：個人活用賛成,会社分析反対群（18％）
(個人活用期待型)

児童生徒や家族が、小中学校での９年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 84% 16%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧できるようにして、振り返りや学習計画 81% 19%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 80% 20%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子どもを発見指導 75% 25%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して教育改善 74% 26%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 67% 33%
国が、小中学校での９年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育改善や研究 62% 39%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育の改善や研究 59% 41%
ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 53% 47%
ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して教育改善 41% 59%

賛成 反対
教員
(24%)
と
比べ
やや
少



教員:最適教育に賛成,個人活用に反対群（15％）
（個人活用反対型）

教育や情報関連の会社が、学習データを会社で分析して、一人一人に最適な教育 74% 26%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 72% 28%
教育や情報関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して、 教育改善 65% 35%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して、 教育改善 56% 44%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 56% 44%
国が、小中学校での9年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 39% 62%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 36% 64%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子を発見指導 35% 65%
児童生徒や家族が、9年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 19% 81%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 8% 92%

賛成 反対



保護者:教育改善に賛成,個人活用に反対群（5％)    
（個人活用反対型）

小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して教育改善 100% 0%
国が、小中学校での９年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育改善や研究 96% 4%
ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して教育改善 93% 7%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 82% 18%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 79% 21%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育の改善や研究 68% 32%
ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 61% 39%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子どもを発見指導 21% 79%
児童生徒や家族が、小中学校での９年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 14% 86%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧できるようにして、振り返りや学習計画 7% 93%

賛成 反対 教員
(15%)
より
少



教員:多くの活用に反対群(不信型)（10％）

国が、小中学校での9年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 31% 69%
児童生徒や家族が、9年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 31% 69%
教育や情報関連の会社が、学習データを会社で分析して、一人一人に最適な教育 19% 81%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 19% 81%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて教育改善や研究活用 13% 88%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 13% 88%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子を発見指導 13% 88%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して、 教育改善 0% 100%
教育や情報関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して、 教育改善 0% 100%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 0% 100%

賛成 反対



保護者：多くの活用に反対群(不信型)（8％）

ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 27% 73%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人の進路指導に活用 27% 73%
小中学校が学習データを、匿名化して学校で集計して教育改善 24% 76%
国が、生涯の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育の改善や研究 24% 76%
小中学校が、学習データを学校で分析して、一人一人に最適な教育 22% 78%
ＩＴ、教育関連の会社が、学習データを、匿名化して集計して教育改善 12% 88%
児童生徒や家族が、小中学校での９年間の学習データを閲覧して、振り返りや学習計画 12% 88%
児童生徒や家族が、生涯の学習データを閲覧できるようにして、振り返りや学習計画 10% 90%
小中学校がAIの顔認識技術で児童生徒の表情や視線を分析して、悩んでいる子どもを発見指導 10% 90%
国が、小中学校での９年間の学習データを、匿名化して国全体で集めて、教育改善や研究 7% 93%

賛成 反対

教員
(10%)
と同
程度



教員のデータ利活用賛否タイプ別のPC活用度

下記の4項目の平均

（1：経験なし～4：いつも）

対面授業
オンライン授業
オンラインで資料配信
プログラミング

受容型
個人学校
利用期待型

個人利用
反対型

不信型

不信型は
PC活用度
が低い



教員のPCと生成AI活用の経験率

PC

生成AI



調査2：小学校教員における生成AIの活用への
賛成度，期待と意欲

－文部科学省の暫定ガイドラインに基づくweb調査による検討－

• 生成AIの教育利用は，文部科学省が2023年7月に策定（2024年
12月に改訂）した「初等中等教育段階における生成AIの利用に
関するガイドライン」に基づき，一部の学校で実施．

• 一方で，思考力の低下や誤情報への懸念

• 本調査では，データ利活用調査と同時に，小学校教員を対象に，
生成AIの教育活用経験や賛否，期待，将来の活用意欲について，
2024，2025年と継続調査を実施

• 学習データの利活用への賛否との関連も検討



生成AIの教育活用への全体的期待



生成AIの教育活用への期待と懸念
人
工
知
能
理
解
促
進

学
習
全
体
へ
の
波
及
効
果



生成AIの教師支援への期待



文科省のガイドラインに基づく生成AI活用法に対する賛否(%)と因子分析結果

創作活動
への
反対が
やや多い



生成AIを教育に活用したくない理由(小学校教員523人)



生成AI活用意欲に及ぼす要因：パス解析
(小学校教員523人)



データ利活用賛成度と生成AI教育利用の相関
(小学校教員523人)

      尺度 年齢
性別
男性

学歴 職階

生成AI
利用賛
成度

教師の
仕事効
率化

新たな
授業方
法、外
国人児
童への
活用

児童の
創作活
動への
活用

学習者
への全
体的期
待

AIの理
解促進

学習全
体への
波及効
果

教師の
働き方
改革

学習データ利活用賛成度 -.14 .05 .07 .09 .59 .46 .58 .50 .47 .41 .40 .44
小中学校での学習データ利活用 -.04 .05 .05 .08 .47 .35 .49 .41 .39 .35 .32 .36
当事者での学習データ利活用 -.15 .06 .05 .09 .49 .38 .51 .41 .37 .34 .30 .33
民間企業での学習データ利活用 -.15 .02 .05 .04 .45 .40 .42 .37 .36 .32 .29 .35
国での学習データ利活用 -.17 .01 .09 .07 .48 .40 .46 .41 .40 .32 .36 .37

生成AI利用の期待生成AI利用賛成度

データ利活用と生成AI受容は強く関連



まとめ

•教育データ利活用への教員の賛成は約7割と高く，2022年から2025年の
推移は安定

•教員，保護者とも，4パタンに分かれ，教員の方が受容に慎重

受容型(50%,68%),不信型(10%,8%),個人活用期待型(24%,18%)，個人活用反対型(15%,5%)

•生成AI活用の期待と懸念は併存. 2024年から2025年の推移は小

• 「良い影響」は26-23%と微減，「批判的思考力育成」は38-37％と変化なし

• 「悪い影響」は38-41%と微増．「自分で考えなくなる」は71%から73％と微増

•教師の生成AIの活用意欲には，教師支援への期待や仕事の効率化が影響

• データ利活用と生成AI受容は強く関連（rs=.59）29


